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～地域の力を学校に～『清瀬市学校支援本部』 

学校支援本部とは？ 

地域の人たちと一緒になって、学校が必要とする教育活動などを支援するために設置された組織です。 

“地域コーディネーター”が中心となり、 

体験授業の講師、授業補助、学校行事の運営 

支援・校内環境整備など各種活動に協力して 

くれるボランティアを発掘し、支援したい人 

と学校のニーズをマッチングさせ、様々な活 

動に取り組んでいます。 

これまでも多くの地域住民・地域団体・保 

護者・学生の方々にご協力をいただいてきま 

した。こうした活動は、全国の自治体で広ま 

り、清瀬の小・中学校でも少しずつ広まって 

います。 

 

「第 2次清瀬市教育総合計画マスタープラン」との関わり 

【基本構想】 基 本 理 念：子供が育つ 市民が育つ まちも育つ 清瀬の教育 

５つの柱の１つ：地域の力で清瀬の教育をつなぎます（地域コミュニティ） 

１６の方向性の１つ：地域の力を学校に生かす仕組みづくりの推進 

【実行計画】 方向性を具現化する施策：学校支援本部の設立及び活動の推進 

 

 

令和2年度に清瀬市内全ての小・中学校に設立実現！ 
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          学校支援本部設置状況一覧   （Co＝コーディネーター） 

    

 令和 3年 3月 1日現在 

設置年度 学校 Co氏名 備考 地域連携担当教員 

  統括 齊藤 しのぶ 社会教育委員・民生・青少協等  

H29 清瀬小 

池田 泉 清中Co兼務 

福嶋 誠 主幹教諭 
諸川 幸子 清中Co兼務 

R1 芝山小 

大津 里美 PTA 

西山 理紗 主幹教諭 山﨑 優子 元 PTA 

原 久美 SSS 

H27 三小 齊藤 しのぶ 元 PTA会長、二中と四中Co兼務 宮本 雄一 主幹教諭 

R1 四小 

櫻井 みはる 元 PTA会長 

三宮 尚子 主幹教諭 
石垣 沙織 元 PTA会長 

H30 六小 
大竹 政雄 六小プロジェクトX代表 

溝口 啓介 主幹教諭 
武田 千晴 元 PTA会長 

R1 七小 

木村 葉子 元七小の会役員 

小林雄太 主幹教諭 

淡路 真由美 元七小の会役員 

R1 八小 福島 崇子 八小の会代表 大久保 泰斗 主任教諭 

R1 十小 飯田 一恵 元保護者・青少協等 長田 陽佑 主任教諭 

R2 清明小 

安松 一美 主任児童員・社協等 

髙橋 直樹 主幹教諭 

山村 康一 保護者の会会長 

R1 清瀬中 

池田 泉 PTA会長、青少協 学校支援本部関係・・・ 

薄井友宏主幹教諭 

避難所や生活指導関係・・・

柏原昭子主幹教諭 
諸川 幸子 元 PTA副会長・健全育成等 

H30 二中 
齊藤 しのぶ 元 PTA会長、三小と四中Co兼務 

霜田 誠  主幹教諭 

福本 麻紀 社協等 

R2 三中 田中 登紀子 元 PTA会長 深堀 千惠美 主任教諭 

R1 四中 
髙山 邦子 主任児童員 

明村 健太郎 主幹教諭 
齊藤 しのぶ 三小と二中Co兼務 

H30 五中 

森 実樹 元保護者の会代表 

平賀 公章 主任教諭 
青木 知子 元保護者の会副会長 

星野 文子 元用務主事 ※休止中 

本庄 佳緒里 元保護者の会代表 
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小学校の活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成者：各校のコーディネーター 
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清瀬市立清瀬小学校 

本 部 名 清瀬小学校学校支援本部 活動開始年度 平成２９年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 ２６学級・６４８人 

登録ボランティア数   人 令和２年度ボランティア数 延べ ０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○学校運営連絡協議会と合同開催 

 

【支援活動事例】 

○教育環境の向上 

・登下校見守り →保護者・地域ボランティア 

〇講師招聘 

・１年生草花昔遊び →清瀬の自然を守る会 ※中止 

・２年生馬頭琴 →東村山のエルデン・ダライさん ※母国モンゴルに帰国された為中止 

・４年生ボッチャ講座 →二澤さん ※中止 

・サタデースクール  →卒業生等 ※中止（次年度は屋外活動を中心に活動予定） 

〇授業補助  

・３年生蚕授業で使用する卵の依頼→清瀬第十小学校飯田 Co→清瀬小図書支援員齋藤さん 

○HP 

 ・学校のHP に学校支援本部のページを作成していただき、学校支援本部募集など掲載した。 

【効果や成果（教員からの声など）】 

コロナ禍ということ、活動場所がないということで、なかなか学校に足を運ぶことができなかった。 

また、今年度はサタデースクールも開講することができなかったのですが、講師の先生方とは連絡を取り

会い、次年度開講に向けて活動している。 

もう少し、先生方との連携を図れるように学校在籍日など設けたい。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ     人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※） 〇 
その他

の内容 
（※）サタデースクールの企画と運営（中止） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応 〇 
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  
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清瀬市立芝山小学校 

本 部 名 芝山小学校支援本部 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  ３人 学級数・延児童生徒数 １２学級・３３８人 

登録ボランティア数  １０人 令和２年度ボランティア数 延べ ５０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○行事毎に事前に学校（校長、副校長）と打ち合わせをした上で実施しました。 

今年度はコロナの影響でやれることを検討し出来る範囲での実施を心がけました。 

カイコの飼育は幼虫からより羽化を見る方が児童の愛着がわくとの事で急遽タマゴを仕入れることになりま

した。飼育の教育について与えれば良いものではなく命の誕生からの方がより深い教育に繋がる。 

芝生の雑草は平たい草は草刈ではとる事が出来ず手作業でないと除去出来ないので人手が必要。 

【支援活動事例】 

○教育環境の向上 

・消毒作業 →学校が再開した６月、保護者の協力を得て主にトイレ等の消毒（１０日） 

・芝生の管理維持 →青少協と共催で草むしり（１日） 

〇授業補助 

・３年飼育観察 →カイコ（タマゴ）十小飯田 Coより受け取り芝小へ配布 

○その他調整項 

 ・漢字検定 →募集、集金、準備、実施、片付け等運営（１０月） 

【効果や成果（教員からの声など）】 

校内消毒では、放課後忙しい教員の時お役に立てた。 

漢字検定では、次年度につなげる目標、意欲が児童に出現した。 

草むしりについては、定期的に行いたいがコロナ感染防止の観点からは難しかった。次年度は時期的に開

催したい。 

今年度は一部の教員との関わりだったが、次年度は今年度より深めた活動が出来る様に頑張りたい。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ     人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  

 

草むしり 

蚕 
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清瀬市立清瀬第三小学校 

本 部 名 三小学校支援本部 活動開始年度 平成２７年度 

コーディネーター数  １人（協力員２名） 学級数・延児童生徒数 １２学級・２９９人 

登録ボランティア数   人 令和２年度ボランティア数 延べ １３０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○事務局会１回 →管理職とCoと協力員 

〇その他打ち合わせ 10 回程度 →管理職とCoと学年の教員、関係講師 

例年どおりの活動が難しかった。感染が少し落ち着き活動計画を立てても、緊急事態宣言で急遽中止になった活

動が多々あった。状況をみて急な中止や変更にも対応出来るよう、学校側と密に連絡を取れるようにしていった。 

【支援活動事例】 

〇教育環境の向上 

 ・消毒作業 →青少協第二地区委員会との共催で、校内ボランティアを行った。三小 PTA や地域の方々と協力

しての消毒作業をすることで、児童の安全な環境を作ることが出来た。 

〇講師招聘 

 ・ウインタースクール ※中止 上和太鼓 →秦さん ／ 漫画教室 →津島先生 ／ 

 世界の言葉 →ヒッポファミリークラブ ／科学教室 →ディレクトフォース 

 ・４年生ようこそ先輩（キャリア教育）→ 保育士／トリマー／漫画家／神職／生活支援コーディネーター／ 

サッカー講師／大工／警備会社／駐車場斡旋 

○授業補助 

 ・調理実習お手伝い →感染拡大のため中止 

〇その他調整事 

 ・漢字検定 →今年度は１回のみ。９０名程の児童が受検、ボランティアにもお手伝いしてもらえた。 

 ・医療従事者支援 →４・５年生が医療従事者へ感謝の気持ちを書いたお手紙を病院へお渡しする調整。 

【効果や成果（教員からの声など）】 

地域との交流が盛んな三小なので、今年度のコロナの影響は大きかった。地域会議（円卓・避難所運営など）

が中止となり、いつも協力してくださる地域の方々との交流ができなかった。 

 コロナが落ち着くまでは、今迄のやり方ではなく工夫をしながら少しでも活動できるよう考えていきたい。  

状況を確認しながら管理職や地域連携担当教員と話し合って活動をしていきたい。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ ３０人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他） 〇 ５０人 １０人 

その他（※） 〇 
その他

の内容 
（※）ウインタースクール企画と運営（中止）／医療従事者支援 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営 〇 進路指導の補助 〇 

 

「ようこそ先輩」の様子 
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清瀬市立清瀬第四小学校 

本 部 名 清瀬第四小学校支援本部 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  ２ 人 学級数・延児童生徒数 ８学級・２２２人 

登録ボランティア数  １８ 人 令和２年度ボランティア数 延べ １８人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○どんど焼きの開催可否について、四小保護者会を交えて打合せ。※今年は未開催とすることに決定 

〇令和 3年度入学予定者への登下校について、青少協第四地区委員を交えて打合せ。 

 

【支援活動事例】 

〇ヘルピングハンズ活動関係 

・例年４月の保護者会にて選出している卒業対策委員を、１学期末に書面にて募集し、活動が軌道に乗るま

で必要に応じてフォローする。（保護者会が未実施のため。） 

・６月の学校再開（分散登校）にあたり、「登校班お世話係（保護者）※」を通じて、各班の新 1 年生の登

下校に関する状況を調査し、学校へ報告。※１６班１８名（２名体制の班あり） 

〇情報発信 

・主に学校再開までの状況下において、学校や教育委員会からの情報を、学校からの依頼によりマチコミを

活用して送信。（市の一斉メールを受信できていない人にも情報が届くように。） 

・マチコミの登録状況を適宜確認し、メールアドレスの変更等で不備が生じた場合は、再登録を促す。 

〇その他 

・令和 3年度４月の集団登校も未実施の予定だが、例年通り登校班編制は行う。集団登校に代わる「安心登

校」を実施予定。次年度の「登校班お世話係（保護者）」、班長・副班長（児童）の選出と新１年生の家

庭を各登校班へ振り分けを行う。  

【効果や成果（教員からの声など）】 

〇６月の学校再開にあたり、新 1年生の登下校をできうる範囲で安全に行うことができた。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ     人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※） 〇 
その他

の内容 
（※）保護者への情報発信など 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応 〇 
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助  

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  
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清瀬市立清瀬第六小学校 

本 部 名 六小プロジェクト X 活動開始年度 平成３０年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 １５学級・４６４人 

登録ボランティア数 ３０人 令和２年度ボランティア数 延べ １００人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○企画等の起案が出来次第、調整する。 

【支援活動事例】 

◯ 教育環境の向上 

花壇の花植え付け、校内消毒 →支援本部・地域ボランティア  

登下校見守り →課題：近隣高齢者から保護者等への移行 

◯ 体験講座 

  ６年生防災訓練（避難所体験）→本部主催、地域指定避難所である体育館を主体に食事と宿泊を行った。 

〇 授業支援 

２年生昔あそび体験 →コロナ禍により例年依頼している地域高齢者に代わり実技指導を行った。 

◯ 土曜公開講座 →本部主催 対象者：保護者、地域住民等 

   第一回 こころの教育講座「道徳教育って何だろう？」 清瀬第六小学校 長島寛和先生 

   第二回 家庭教育講座「安心感を育む『聞く』子育て」 子育てコーチ  武田千晴先生 

   第三回 特別支援教育講座「何か他の子と違う？特別支援の実際について」 

                      東京学芸大学教職大学院准教授 増田謙太郎先生 

  以下の講座は緊急事態宣言発令のため中止。 

   第四回 陶芸体験教室           清瀬第六小学校 白岩元子先生 

   第五回 ドラムサークル体験        清瀬第六小学校 伊藤静代先生 

   第六回 理科好きの子を育てる科学実験教室 清瀬第六小学校 相原麻菜美先生 

【効果や成果（教員からの声など）】 

本年度はコロナ禍の影響により学校、学校支援本部、地域コミュニティとの連携が取れず残念であった。 

お便り等の配布により学校支援本部の認識は向上したと思われる。今後、更なる活動には学校支援本部各種ボ

ランティアの増員や地域コミュニティの関わりが必要である。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ  ８０人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術） 〇 ７０人 ５人 

体験活動（その他） 〇 ９０人 ７５人 

その他（※） 〇 
その他

の内容 
（※）防災訓練（避難所体験） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応 〇 
放課後・夜間における対

応 

 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 
 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助  

学校行事等の準備・運営 〇 進路指導の補助  

 

防災訓練の時 
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清瀬市立清瀬第七小学校 

本 部 名 ななサポ 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 １５学級・３００人 

登録ボランティア数  ３人 令和２年度ボランティア数 延べ ０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

〇 学校運営連絡協議会への参加（8 月、1 月、2 月） 

〇 七小の会運営委員会への参加（１０月、3 月） 

 

【支援活動事例】 

〇 ななサポ通信 

学校から依頼を受け、教員、職員紹介の通信を作成・配布 

通学路見守りの方々を紹介する通信を作成・配布 

〇 七小の会（保護者の会）の活動支援 

集金補助、会議支援、新入生説明会配布物準備 

 

【効果や成果（教員からの声など）】 

教員や職員を写真付きで紹介したななサポ通信について、保護者から「先生以外の方も知れてうれしかっ

た」、「新しい先生がマスクをしていて顔がよく分からなかったので、顔を知る事ができてよかった」とい

う声が聞かれた。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ  人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※） 〇 
その他

の内容 
（※）保護者の会の支援、教員紹介の通信作成 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応 〇 
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助  

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  
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         清瀬市立清瀬第八小学校 

本 部 名 ＳＮ８(エスエヌエイト) 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  １人 学級数・延児童生徒数 １２学級・３９２人 

登録ボランティア数 ２０人程度 令和２年度ボランティア数 延べ １５人程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○会議を予定していたが、コロナ禍のため開催しなかった。 

〇学校だより等により、学校の様子をお伝えした。 

〇個別の申出、情報共有等に応じた。 

 

【支援活動事例】 

○登下校の見守り 

・地域ボランティア（ラジオ体操連盟の皆様等）による、毎週火曜日・金曜日の登下校見守り 

 ただし、緊急事態宣言発令中や新型コロナウイルスの感染状況によって、中断期間あり（２学期後半以

降は、中止） 

 

〇読み聞かせボランティアの活動 

 ・読書旬間の活動として放送による読み聞かせ（２回）…全校児童各教室にて鑑賞 

 ・読み聞かせＣＤの作成及び学校への提供（複数回）…放送により全校児童各教室にて鑑賞 

 ・６年生向けにお話し会ＤＶＤ作成、６年生全児童鑑賞 

【効果や成果（教員からの声など）】 

〇コロナ禍であっても、安全に登下校できるよう見守ってくださることに、感謝したい。 

〇放送による読み聞かせは、コロナ禍で楽しい活動が少ない中、児童にとって充実したひと時となった。 

〇読み聞かせＣＤはストックしておけば、教室でも活用できる。とてもありがたい。 

○６年生向けのお話し会ＤＶＤは、卒業前の良い思い出になった。 

 

 

 

 

（登下校の見守り）  （読み聞かせ CD） 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ  人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応 〇 
放課後・夜間における対

応 

 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 
 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助  

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  
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         清瀬市立清瀬第十小学校 

本 部 名 清瀬第十小学校支援本部 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  １人 学級数・延児童生徒数 １８学級・５９４人 

登録ボランティア数  ４人 令和２年度ボランティア数 延べ ５０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

〇本部運営委員会（年２回） 

 

【支援活動事例】 

〇教育環境の整備 

・落ち葉清掃 →保護者、地域ボランティア 

〇感染症対策支援 

・給食配膳補助 

〇講師招聘 

・三年生蚕学習 →蚕学習ボランティアピュアシルク（謝礼 20,000 円） 

【効果や成果（教員からの声など）】 

〇コロナ禍で活動が制限されてしまったが、来年度も学校と話し合いながら出来る限りの支援をしていきた

い。 

〇五中支援本部との連携を深め、より一層地域からのボランティア参加を募っていきたい。 

〇三年生蚕学習は児童に貴重な体験をさせることが出来たと喜んでもらえた。 

 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ  人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 

 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 
 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  

 

3 年生蚕学習の様子 
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         清瀬市立清明小学校 

本 部 名 清明小学校支援本部 活動開始年度 令和２年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 １３学級・４２０人 

登録ボランティア数 １０人 令和２年度ボランティア数 延べ １０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

〇本部運営委員会（月に1 回程度・不定期） 

 

【支援活動事例】 

〇教育環境の向上 

・図書室整備(本の簡単な修理やパーティションの作成など) 

・校庭整備(校舎前の雑草抜きや落ち葉拾いなど) 

 

〇授業補助 

・3 年生以上への書写指導の手伝い 

 

【効果や成果（教員からの声など）】 

〇コロナの影響でほとんど活動できなかったのが残念だった。 

〇書写指導のお手伝いが入ってもらえたのはありがたい。 

 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ  人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 

 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 
 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営 〇 進路指導の補助  
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中学校の活動報告 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※作成：各校のコーディネーター 
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清瀬市立清瀬中学校 

本 部 名 清瀬中学校学校支援本部 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 １５学級・３６０人 

登録ボランティア数   人 令和２年度ボランティア数 延べ０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○評議員会（年 2回） 

○教育環境の向上 

・花壇の整備・清掃 →地域ボランティア  

○講師招聘 

・2 年生職業講話（職場体験の代わり） → ※講師選定前に中止（次年度も職業講話で講師依頼予定） 

○学校行事補助 

・音楽祭 →学年音楽祭として、学校の体育館を利用し行った。 

受付や誘導・椅子の消毒などPTAと協力し行うことができた。 

○卒業生サプライズ 

・動画作成 →様々な行事が中止となっている卒業生の子どもたちにサプライズ動画の作成をする。 

○HP 

・学校のHPに学校支援本部のページを作成していただき、学校支援本部募集など掲載した。 

 

【効果や成果（教員からの声など）】 

2 年目ということで、本格的な活動を始めようとしている矢先だった。コロナ禍ということで、今までの

授業や行事が出来なかったが、研修会を通し担当教諭と連絡を取ることができたので、できる範囲での活動

ができた。次年度は、早い段階で顔合わせ等を行い、連携を図りたい。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
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子
供
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平
均
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人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
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均
人
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間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ     人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
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き
方
改
革
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踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営 〇 進路指導の補助  
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清瀬市立清瀬第二中学校 

本 部 名 二中学校支援本部 活動開始年度 平成３０年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 １５学級・５４０人 

登録ボランティア数   人 令和２年度ボランティア数 延べ １５０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○打ち合わせ 5 回程度 →管理職と Co と学年の教員 

【支援活動事例】 

〇教育環境の向上 

 ・消毒作業 →青少協と共催で校内ボランティアを行った。１学期と２学期で数回ずつ行うことができ、地域

団体との協力体制も強化できた。 

 ・地域清掃 →生徒会と一緒に行った。生徒の頑張っている姿を見る事ができ、ボランティアとして参加した

保護者からも良かったとの声があった。 

 ・花壇ボランティア →保護者と地域の方。毎週金曜日午前中を活動日とし、整備をしていただいている。都

緑の基金より助成金を使い、季節ごとに花を植えてもらったり暑い中草取りをしてい

ただいたり、本当に有難い。 

○授業補助 

 ・数学少人数教室 →学生ボランティア（コロナで活動控えた時期もあったが、徐々に活動できた） 

〇その他調整事 

 ・検定ボランティア →漢字、英語、数学検定の運営を委託され、業者との調整、集金、検定時のボランティ

ア探し等を行った。 

 ・ワンデーサポート活動 →学校行事の中止もあり今年度は募集を行わず、その都度必要な活動についてボラ

ンティアの募集を行った。  

【効果や成果（教員からの声など）】 

コロナの影響でワンデーサポートとしては様々な行事が中止になりお手伝いが出来なったが、今、何の支

援が必要なのかを考え、今年度は青少協と共催の消毒作業が行えたことが収穫だった。 

地域団体は学校の応援団でもあるので、学校に入り活動してもらえたことに感謝している。 

 

学習支援 〇 １
回
当
た
り
の
子
供
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均
人
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２０人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
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均
人
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２人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
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延べ ８０人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
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け
る
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き
方
改
革
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踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  

 
臨時休校中に作成した先生方からのメッセージしおり 
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清瀬市立清瀬第三中学校 

本 部 名 清瀬第三中学校支援本部 活動開始年度 令和２年度 

コーディネーター数  １人 学級数・延児童生徒数 ９学級・３０３人 

登録ボランティア数  １８人 令和２年度ボランティア数 延べ １２０人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

〇学校支援本部役員会（７月４日実施） 

【支援活動事例】 

○教育環境の向上 

・図書館施設環境の向上（図書室の清掃・整頓、ブックカバーの貼付、しおり・飾り等の作製） 

○部活動支援 

 ・サッカー部での技術指導、支援 

 ・吹奏楽部での技術指導、支援 

〇授業補助  

・数学授業における個別の生徒支援 

〇学習支援 

 ・チャレンジルーム（不登校傾向がある等、学校生活に困り感のある生徒の取り出し指導教室）での学習

指導、支援 

 

【効果や成果（教員からの声など）】 

〇定期的に図書室整備に来てくださるので整備計画が立てやすく、人手が必要な作業など大いに助かった。 

〇専門性の高いボランティアから技術指導を行ってくださるので、顧問の負担が軽減された。生徒の意欲を

高めることにつながった。 

〇教室に入ることのできない生徒の学習を見てくださり、生徒の学習意欲が高まった。テスト等で成果が数

字で表れた。 

 

学習支援 〇 １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

２人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

１人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ １２０人 
体験活動（スポーツ） 〇 １０人 １人 

体験活動（文化・芸術） 〇 ６人 １人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

〇 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助 〇 

給食時の対応 〇 授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助  

 

吹奏楽部の屋外演奏会の様子（令和２年１１月） 
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清瀬市立清瀬第四中学校 

本 部 名 清瀬第四中学校支援本部 活動開始年度 令和元年度 

コーディネーター数  ２人 学級数・延児童生徒数 ９学級・２７３人 

登録ボランティア数   人 令和２年度ボランティア数 延べ ５人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

○打ち合わせ 5 回程度 →管理職と Co と学年の教員、関係講師 

【支援活動事例】 

〇教育環境の向上 

 ・装飾 →癒しの気持ちをもってもらえるように、校内廊下や図書室などに季節の飾りつけをした。 

○授業補助 

 ・１年生総合「SDGs の取り組み」 

→子供食堂について：おひさまネットワーク代表 福本さん 

   動物愛護について：ポスター掲示場所（動物病院）探し 

…“ちょっといい明日づくり”というテーマで各班ごとに自分達が何が出来るか内容を決め活動する中で

支援本部に依頼があった。地域で活動する方々とつなぐことができた。 

 ・２年生総合「キャリア教育（職業講話）」 →保育士／警察官／SE 

〇その他調整事 

 ・来年度テニス部が出来るため、コート整備業者探し →竹丘地域内の工務店 

 ・ベルマーク活動 →来年度より状況をみながら地域の方々と一緒に活動をしていきたい。 

【効果や成果（教員からの声など）】 

今年度より Coとして本格的に四中に関わる事ができた。職員室に Coの机を用意していただき、先生方が

気軽に Co へ依頼できるような体制を作った。来年度からは各学年又は生徒会からの依頼が来るよう、学校

や地域と関わっていきたい。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ   人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
〇 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
〇 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営  進路指導の補助 〇 

 

職員会議で本部について説明する Co 
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清瀬市立清瀬第五中学校 

本 部 名 清瀬第五中学校学校支援本部 活動開始年度 平成３０年度 

コーディネーター数  ４人（３人） 学級数・延児童生徒数 ９学級・３０３人 

登録ボランティア数     人 令和２年度ボランティア数 延べ 0 人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【校内での会議等】 

〇 本部運営委員会（年 1回・4月頃）   

〇 イベント開催についての会議（随時） 

〇 1 月当初に教職員・PTA・新入生保護者への挨拶の場 

【支援活動事例】 

〇 講師招聘 

・全学年「感染症から身を守ろう！～今日からできる正しい手洗い～」→ 東京病院 看護師（謝礼4，000円） 

・3 学年「いのちの教育・臓器移植について」→ 東京学芸大学付属中学校教員（謝礼 10，000 円） 

〇 授業補助 

・道徳授業公開講座用「手洗い動画」作成  

【効果や成果（教員からの声など）】 

〇 毎年行われている「道徳授業公開講座」を行うにあたり、新型コロナウィルスが騒がれている時期でしたので、

開催自体できないのではないかと思っておりましたが、東京病院様の講座を DVD上映という形で行うことができ

ました。子供達も手洗いの大切さを感じている時でしたので、真剣な表情で DVDを鑑賞しておりました。内容も

とても分かりやすく、今回の「道徳授業公開講座」は成功だったなと感じております。 

 

〇 「臓器移植」という言葉は聞いたことはあるけれど、詳しくはよくわからない。という人が多数でしたが、

身体のことや移植の歴史などを教えていただき身近なことから考えて学ぶことができました。また、現在の日本

の臓器移植の状況などから、登録数や移植数の少ないこともわかり, 骨髄移植の話など実体験を交えてお話しい

ただき多くのことを学ぶことができました。事後学習では、他の生徒や家族の方の考えを聞くことで、様々な思

いがあることもお互いに知ることができました。この授業後「家族と話そう」という宿題が出され、保護者から

も貴重な気持ちをご記入いただきました。このテーマで講習が行え、良かったと思います。 

 

学習支援  １
回
当
た
り
の
子
供
の 

平
均
人
数 

人 １
回
当
た
り
の
ス
タ
ッ
フ

の
平
均
人
数 

人 年
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
数 

延べ   人 
体験活動（スポーツ）  人 人 

体験活動（文化・芸術）  人 人 

体験活動（その他）  人 人 

その他（※）  
その他

の内容 
（※） 

 

学
校
に
お
け
る
働
き
方
改
革
を 

 
 

 
 

 
 

踏
ま
え
た
活
動 

登校に関する対応  
放課後・夜間における対

応 
 

地域ボランティアとの連

絡調整 
 

児童生徒の休み時間に

おける対応 

 

日々の校内清掃への参

加・見守り 
 部活動の補助  

給食時の対応  授業準備・補助 〇 

学校行事等の準備・運営 〇 進路指導の補助  

 

手洗い動画上映の様子 
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統括コーディネーターの活動報告 

 

コロナ禍での支援活動 緊急事態宣言により臨時休校となった際、子供達が何らかの形

で学校につながるツールを作りたいと思い、教育長からのメッ

セージをしおりに載せて学童保育の子供達へ配布した。 

校長会 

 

７月の校長会にて市内学校支援本部の現状報告等を行った。  

副校長連絡会 

 

１２月の連絡会にて市内学校支援本部の現状報告等を行った。  

Co 研修会 

 

コロナの影響で１回のみ開催。東京都の主任社会教育主事を招

き、地域学校協働活動について学んだ。  

Co 情報交換会 

 

コロナの影響で延期等したが、予定どおり３回開催。 

来年度からは Co 幹事会を立ち上げ、事務局と調整し、研修を含

めてテーマを決めていく予定。  

Co と地域連携担当教員との

合同研修会 

コロナの影響で１回のみ開催。今年度から初めての試みなので、

顔合わせや事業趣旨説明を行った。  

東京都統括 Co 会議 

 

東京都が委嘱する統括 Co として、各市の統括 Co が集まる会議

に参加した。 

東京都フォーラム 品川区の統括 Co と一緒に司会進行を行った。 

教育委員会訪問 A 日程への

同行 

今年度からの試み。三小・六小・七小・八小訪問。各校 Co も原

則参加。 

各校訪問 コロナの影響で難しかったが、来年度は状況を見ながら実施予

定。 

西部共同事務室との連携 今年度より繋がることができた。来年度からは協力して Co だよ

り(仮 )を作成し、定期的に教員へ配布予定。 

事務局との打ち合わせ 教育長や生涯学習スポーツ課担当者と必要に応じて適宜打ち合

わせを行った。  

学生ボランティア登録 生涯学習スポーツ課へ申込のあった学生について、統括 Co とし

て面接を行い、学校でのボランティア等につないだ。  
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ 学 校 支 援 本 部 だ よ り 等 の 紹 介 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

組織について、分かりやすく図に

して紹介しています。 

学校のＨＰにも掲載しています。 

インターネットからの学校支

援ボランティア登録を促して

います。 

見守りボランティアの 

プレートを配布しました。 
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子供を育てる地域の力を育むため、学校の空

き教室を活用して、地域や保護者向けに講座

を開催しました。これも本部活動の一環、学

校と地域の協働活動です。 

コロナ禍で保護者と教員が顔を合わせる機会が

減ってしまったが、通信によって教員（顔写真・

趣味等）を紹介、親しみやすい学校づくりを支援

しました。 
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地域の見守りボランティアを紹

介、地域一丸となって子供を育て

ていることをＰＲしています。 

近隣小学校や地域との連携について

も盛り込み、組織について分かりや

すく紹介しています。 
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＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ボ ラ ン テ ィ ア 募 集 の 事 例 紹 介 ＊ ＊ ＊ ＊ ＊ ＊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

漢字検定のためのボランティ

ア募集お便りです。 

様々なサポーターを年度初め

にまとめて募集しています。 
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インターネットからも登録 

出来るようにしています。 

学校のＨＰにも掲載しています。 

“ボランティア”ではなく“応援団”

という言葉を使い、地域や保護者

が一丸となって教育活動を支援す

るイメージをもたせています。 
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表面はインパクトのあるデザインにして、 

裏面にはボランティア活動の留意事項への署名欄を設けました。 


